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 博士学位論文要約 
 
浄土系念仏教団の動向と書写出版 ―近世を中心に― 
2018年１月 
奈良女子大学大学院人間文化研究科 
博士後期課程比較文化学専攻 
善野（今枝） 杏子 
 
本論文は、近世期の浄土系念仏教団、主に時宗と融通念仏宗の書写出版活動の実態とそ
の特徴について検討し、中世において庶民信仰的性格の強かった二つの教団が、江戸幕府
による宗教統制の中でどのように一宗派として組織を確立し、自分たちの信仰を作り上げ
ようとしていたかを考察するものである。 
 序章では、近世仏教文学研究及び時宗・融通念仏宗研究の概要と課題について確認した。
従来の研究では、中世に「時衆」と呼ばれた一遍を祖師とする念仏集団が江戸幕府による
宗教統制を経て宗派として組織されたものであると捉えられてきた。しかし、近年「時衆」
はより広範囲の念仏者に対して用いられた呼称であったことが明らかにされ、宗派として
の「時宗」と中世時衆の関係を再検討する必要がある。同様に融通念仏宗についても、中
世以降宗派を問わず行われてきた「融通念仏信仰」の伝統と、「融通念仏宗」の歴史につい
ても改めて捉え直さねばならない。こうした状況の中で、近世期における両教団の書写出
版活動を検討する意義を述べた。 
第一部では時宗教団、第二部では融通念仏宗教団について、著作調査や祖師伝の検討を
行った。第三部は時衆化していた高野聖の真言宗帰入に際して活躍した遍照光院頼慶につ
いて考察した。また、資料として龍谷大学図書館蔵『両祖師絵史伝』の一、二巻の翻刻を
付した。 
 
第一部 
 第一部第一章では時宗教団について、国書総目録や『時宗宗典』を調査し、教団初期の
出版について概観した。祖師一遍の廟所である兵庫真光寺初代院代の基阿賞山（１６６５
～１７２６）は早くに時宗典籍を著作した一人である。賞山の著作について第二章、第三
章で『一遍上人絵詞伝直談鈔』、第四章では『別願和讃直談鈔』をとりあげて、説話摂取の
方法や祖師一遍の描き方を考察した。賞山は著作の中に、様々な経典、地誌、説話集から
引用を行うが、意図的な改変も見受けられた。時宗としての教学を確立しようとする一方、
浄土宗への接近も指摘できる。また、『一遍聖絵』や『遊行上人縁起絵』といった一遍の正
伝以外に『一遍義集』、『一遍上人年譜略』などその成立が近世期に下る史料からも、取捨
選択しながら取り込もうとする姿勢が見出せる。こうした姿勢は、浄土真宗などにおける
祖師の描き方とは異なるものであった。 
付論では、日本における浄土信仰のシンボルとされる二十五菩薩の諸相について論究し
た。二十五菩薩は平安頃から図像が見られるが、文学に現れてくるのはもう少し時代が下
る。また、近世に入ると、来迎の聖衆としてではなく、二十五菩薩それ自体について注目
が集まっていたようで、浄土宗を中心に「二十五菩薩」の名を書名に冠する書籍が刊行さ
れた。『二十五菩薩功徳集』、『二十五菩薩引接鼓吹』、『二十五菩薩迎接曼荼羅講説』、『二十
五菩薩名義鈔』を取り上げ、各本の特色を分析した。 
 
第二部 
 第二部第一章では融通念仏教団の出版活動について調査した。融通念仏宗の出版活動は
再興大通上人、１８世紀の『融通円門章』注釈書群、近世後期の本山学頭職詮海によるも
のが多く見られる。第二章、第三章では中世以来宗派を問わず数多く作成されてきた『融
通念仏縁起』に描かれた良忍伝を近世融通念仏宗教団がどのように宗祖として描き直そう
としたのか考察を試みた。元禄四年（１６９１）に刊行された『融通大念仏本縁起』は旧
来の『融通念仏縁起』の詞書をほぼそのまま踏襲しつつも、挿絵によって『融通念仏縁起』
には見られない良忍伝を取り込んでおり、『融通念仏縁起』の単なる開板ではないことが明
らかになった。安永七年（１７７８）には、宗祖良忍と中興法明の二人の伝記を収録した
『両祖師絵史伝』が刊行される。本書には、それまでの良忍伝には見られない記事が多く
みられ、『融通念仏縁起』とは異なる良忍像が創造されている。また、大和での勧進や、良
忍を聖徳太子の生まれ変わりであるとの説を掲載するなど、大和地方の檀家を強く意識し
ていることがわかる。こうした本書の特色と教団をとりまく状況を併せて検討した。 
 
第三部 
 第一章では『奇異雑談集』の草稿本とされてきた『漢和希夷』を一説話集としてどう位
置づけるか検討した。『漢和希夷』は高野山の学僧遍照光院頼慶が所持していた可能性が指
摘できる。頼慶は時衆化した高野聖の真言宗帰入に際して中心的な役割を担っており、葬
送に関連する説話を含む『漢和希夷』が頼慶周辺に存在していたことは高野聖との関わり
に起因する可能性がある。第二章では諸資料や著書の奥書の調査から頼慶の経歴を明らか
にし、高野山時衆の真言帰入に際して具体的にどのような役割を担ったのかを明らかにし
た。また、頼慶の宗教的思想の背景として、常喜院流の法流と、高野聖の開祖とされる明
遍の存在があることを指摘した。 
付論では南方熊楠顕彰館蔵『奇異雑談集』（南方所持本）を紹介した。南方は近代民俗学
の素材として早くから本書に注目し入手を熱望したが、実際に南方の著作に反映されるこ
とはあまりなかった。その一因として南方が『奇異雑談集』を『真俗雑記問答抄』の抜き
書きだと誤解したことが考えられる。 
 
資料篇 
資料として、第二部第二章、第三章で取り上げた龍谷大学図書館蔵『両祖師絵史伝』智、
仁巻所載の良忍伝の翻刻を掲載した。 
